
2. 支援センター 相談実態 

表 2-1. 全体平城 最 Ⅱ 、 慎 - 最大値 ) 3 ヵ月間 (2005 年 10 月～ 12 月 ) での数 
コーディネーターが 受けた数 

牛 ィ 人 
  

件 人 
十目言失Ⅰ 牛 妻女 総数 179.6(32-361) 140.1(3-340)   

来所 83.7(3 一 Ⅰ 6 Ⅰ )   75.3(3 一 Ⅰ 53)   

電話等 68.4(9 一 172)   51.3(9 一 106)   

出張相談 22.0(5 一 65)   Ⅰ 7.9(3 一 63)   

相談対象者 [ 年齢 ]10 歳以下 0.3(0 一 1) 0 ． 8(0 一 5) 0 ． 1(0 一 Ⅰ ) 0 ． 3(0 一 Ⅰ ) 

10 歳代 6.4 くⅠ 一 Ⅰ 6) 4.3( Ⅰ 一 23) 6.3(0 一 15) 2.7(0 一 7) 

20 歳代 31.0(2 一 100)  Ⅰ 3.7(2 一 51)  29.3(4 一 100) 9.7( Ⅰ 一 27) 
30 歳代 54.8(4 一 Ⅰ 86) 17.9(4 一 -47)  46.8(1 一 Ⅰ 86)  11.8(1 一 29) 

40 歳代 25.6(3 一 51) 9.5(3 一 31) 20 ． 9(1 一 43) 6.4( Ⅰ 一 Ⅰ 3) 
50 歳代 25.5 く 7 一 54) 12.0(5 一 33) 21.4( Ⅰ 一 54) 7.2( Ⅰ 一 17) 
60-64 歳 4.3(] 一 12) 3. Ⅰ ( Ⅰ 一 9) 4.4( Ⅰ 一 Ⅰ 2) 1.8(0 一 6) 

65 歳以上 Ⅰ 4. Ⅰ (0 一 49) 4.6(0 一 13) Ⅰ 4.6 く 0 一 49) 2.6(0 一 7) 
相談対象者 [ 性別 ] 男性 124.9(21-3019@ 52.3(17-177)@ 101.2(1-301)@ 30.3(1-87) 

女性 36. Ⅰ く 8 一 7 Ⅰ ) Ⅰ 3,8(7 一 32) 29.6( Ⅰ 一 70) 8.33 く 1 一 23) 
相談対象者 外傷性 脳 損傷 88.6(19-242)  41.9(15-141)  75.4(3-242)  27.5(2 一 74) 
[ 原因疾患 ] 脳血管障害 49.6(3 一 Ⅰ 47) Ⅰ 6. Ⅰ (2 一 36)  49.2(3 一 146) 9.4(2 一 25) 

低 酸素脳症 Ⅰ 0 ． 2(3 一 Ⅰ 8) 2.9(1 一 6) 8.4 く 3 一 Ⅰ 3) Ⅰ． 7(0 一 3) 
その他 Ⅰ 5.7 く 2 一 55) 5.8( Ⅰ 一 24) ⅠⅠ． 2( アー 55) 2,8(1 一 7) 

相談内容 診断 43.9(5 一 103)  28.9(4 一 198) 26.7(1%7) Ⅰ 4.0 くⅠ 一 35) 
( 重複回答 可 )  訓練 65.3(2 一 149)  31.8(2 一 105)  48.1(2 一 125)  Ⅰ 6.2(2 一 29) 

福祉サービス 40 ． 3(4 一 79) Ⅰ 8.3(4 一 42) 36.5 くⅠ 一 79) Ⅰ 4.5(1 一 38) 
就業 59.5(6 一 131)  24.2(4 一 73) 55.3(6 一 98) ]8.8(4 一 42) 

教育 4.2(0 一 ⅠⅠ ) 2.4 く 0 一 7) 3.5(0 一 10) Ⅰ． 5(0 一 3) 

経済・保障関係 22.4( 卜 58) Ⅰ 2.9( Ⅰ -32) 20 ． 5( Ⅰ 一 58) Ⅰ 2.6( Ⅰ 一 3 Ⅰ ) 

家族支援 46.0(5 一 79) 20.7(3 一 :36) 39.4(5 一 79) 15.4(1 一 36) 

権 利擁護 Ⅰ． 9(0 一 4) 1.4(0 一 4) Ⅰ． 6(0 一 4) Ⅰ． 3(0 一 4) 

表 2-2. 相談のめった 市町村の件数 
ゴ 」 ぬ 遥宮城千葉埼玉神奈川岐阜 ; 三重 ; 大阪 ; 岡咄 広島福岡田古屋 

同一都道府県内． 政 ． 令   指定．都市．．．．．■． バ   ．．．■ 143.                  .10 ．．．．．． コ ．●               ......@  97.    ● @.@ ◆◆ 0  .....@                    ． ...@  0 1    ●● .... 4 ●   ...@  1      ..@  0     ● .... j  ◆◆ 75  @.@.......@@  @  20  . ● .." ●● 冊 ..       
中核都市 5@ I@ 0@ I@ 3@ I@ 0@ I@ 50@ I@ 1@ I@ 0@ I@ 5@ I@ 74@ I@ 0@ I@ 0@ I@ 37   

29@ I@ 68@ ¥@ 56@ ;@ 1051@ 156=@ 19@ !@ 65@ !@ 10@ !@ 18@ !@ 94@ M1@ I@ 108 市 
町村 15 i 27 i 7            Ⅰ 5 = 8 = 2            M9 = 2            22 : 50 : 8            Ⅰ 3 

都道府県覚 政令指定都市 2 0 0 0 0 6 0 0 0 8   
0 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0 1 1 1 0   1 0 1 0 1 0 1 6 

  中核都市                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   
市 0@ j@ 3@ =@ 1@ I@ 3@ I@ 24@ I@ 5@ I@ 2@ I@ 0@ I@ 0@ I@ 46@ I@ 2@ I@ 23   
町村 - 0 1 7 l 1 i 1 i 2 ; 2 i O t O i O M3 l 1 i 3 

表 2-3. 相談のめった 市町村の人数 
ゴ 」 ぬ固宮挑 千葉埼玉梓 奈朋 岐阜 ; 三重 i 大阪 ; 岡咄 広島福岡田 龍 

同一都道府県内．政令指定． 都 ◆ 市 ．．．．．．．．■．． ロ ．．．             ;@ ● 13....1...8. ●．◆●． =@.19. ■．．●◆． り ■ ..@  @=  ...@  0 ●◆．●● |..0 .............@  =  4 ◆． .=  .-.. ● ...... 0  ● ....... =  ． 30 ● ..........@  1  11@  ." ● . ● ㏄● ..         
ヰ 核都市 - 1 i 0 l 3 = 0 l 7 l 1 i 0 l 5 @   6           0 l 0 @   5   

15@ I@ 10@ I@ 23@ !@ 35@ I@ 22@ I@ 14@ I@ 31@ I@ 9@ I@ 12@ I@ 38@ 1@ 7@ j@ 68 市 
町村 - 4 = 7 i 4 = 7 = 3 = 2 = 7 = 2            Ⅰ 9 @: 2 Ⅰ           7            ⅠⅠ 

都道府県覚 
65 政 中核都市 ・食指定都・ 市 0 ー l@ Ⅰ 00 O0 00 0 Ⅰ 0 Ⅰ 40 00 00 0O   
市 0 1 3 1 1 1 2 1 9 1 5 1 2 1 0 1 0 1@ 15@ 1 1 1@ 16   
町村 O i 1 i 1 i 1 i 1 ; 2 l 0 ; 0 l 0 l 3 l 1 t 2 
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表 2-4. 相談実態 [ 北海道 ] 
  

2005 年 ]0 同 4 日～ 12 月 28 日での数 
  コーディネーターが 受けた数 

件 人 
  

件 人 
小目言失件数 総数   

来所 78   78   

電話等 36   36   

出張相談 0   0   

相談対象者 件齢 ] W0 歳以下         

10 歳代 2 2 2 2 

20 歳代 47 Ⅰ 7 47 Ⅰ 7 

30 歳代 37 Ⅰ 4 37 Ⅰ 4 

40 歳代 Ⅰ 4 6 Ⅰ 4 6 

50 歳代 20 8 20 8 

60-64 歳 0 0 0 0 

65 歳以上         

相談対象者 [ 性別 ] 男 Ⅰ 且三 92 34 92 34 
女中生 30 Ⅰ 5 30 15 

相談対象者僻因疾患 ] 外傷性 脳 損傷 83 39 83 39 
脳血管障害 22 6 22 6 

低 酸素脳症 5   5   

その他 12 3 Ⅰ 2 3 
相談内割重複回答 可 ) 診断 26 22 26 22 

訓練 Ⅰ 3 7 Ⅰ 3 7 

福祉サービス 20 Ⅰ 3 20 Ⅰ 3 

就業 8 5 8 5 

教育         

経済，保障関係 ⅠⅠ 7 ⅠⅠ 7 

家族支援 3 3 3 3 

権 利擁護 0 0 

表 2-5. 相談のあ った市町村 [ 北海道 ] 
件数 人数 

同一都道府県内 政令指定都市 70 27 
中核都市 5   

市 ( 中核都市除く ) 29 Ⅰ 5 

町村 Ⅰ 5 4 

都道府県覚 政令指定都市 2   

中核都市 0 0 

市 ( 中核都市 除 0 O 0 

町村 0 0 
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表 2-6. 相談実態 [ 宮城 則 2005 年 10 月 1 日 ～ 12 月 28 日での数 
1 ト心 @   -T 絆数 コ イ 

件 人 
  

件 人 
木目言失 イ 半数 総数 257   

来所 153     

電話等 75     

低張相談 22     

相談対象者 作齢 ] 10 歳以下 0 0 0 0 

10 歳代 9 2 9 2 

20 歳代 26 5 26 5 

30 歳代 7 Ⅰ 10 7 Ⅰ 10 
40@ 乗 Ⅰ 犬 43 5 43 5 

50@ 歳ィモ 54 9 54 9 

60-64 歳 5 3 5 3 

65 歳以上 49 3 49 3 

相談対象者 惟別 ] 男中甘姉 Ⅰ 86 26 Ⅰ 86 26 
女性 71 ⅠⅠ 70 Ⅰ 0 

相談対象者僻因 疾制 外傷性 脳 損傷 94 20 94 20 
脳血管障害 Ⅰ 47 Ⅰ 4 Ⅰ 46 Ⅰ 3 

低 酸素脳症 13 2 Ⅰ 3 2 

その他 3   3   
相談内容 ( 重複回答 可 ) 診断 58 23 57 22 

訓練 Ⅰ 26 30 125 29 
福祉サービス 79 2 Ⅰ 79 2 Ⅰ 

就業 9 Ⅰ Ⅰ 9 9 Ⅰ Ⅰ 9 

教育 3   3   

経済，保障関係 Ⅰ 6 Ⅰ 0 Ⅰ 6 Ⅰ 0 

家族支援 79 2 Ⅰ 79 21 
権 利擁護         

表 2-7. 相談のあ った市町村 旧城 別 
件数 人数 

同一都道府県内 政令指定都市 Ⅰ 43 Ⅰ 3 

中核都市 0 0 

市 ( 中核都市 除 0 68 Ⅰ 0 

町村 27 7 

都道府県覚 政令指定都市     

中核都市     

市 ( 中核都市 除 0 3 3 

町村 7   
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表 2-8. 相談実態 [ 千葉 則 2005 年 10 月 ] 日 ～ 12 月 31 日での数 一丁 総数 コ イ 

件 人 
  

件 人 
中日 ; 炎 件数 総数 99 20   

来所 13     

電話等 75   11   

出張相談 5   3   

相談対象者 [ 年齢 ] 10 歳 以下 0 0 

10 歳代 5 2 

20 歳代 38 9 Ⅰ 8   

30 歳代 Ⅰ 4 6     

40 歳代 20 6 

50 歳代 16 9     

60-64 歳 3 3 

65 歳以上 3 3 

相談対象者 [ 性 B@l] 男性 60 29     

女性 39 ⅠⅠ 19 2 

相談対象者僻因疾患 ] 外傷性 脳 損傷 39 Ⅰ 5 Ⅰ 9 2 

脳血管障害 28 15 
低 酸素脳症 7   

その他 25 5     

相談内容 ( 重複回答 可 ) 診断 2 Ⅰ Ⅰ 6     

訓練 44 24 ⅠⅠ 2 

福祉サービス 5 5     

就業 6 5 

教育     

  経済・保障関係 8 3 

家族支援 Ⅰ 5 4 6   

表 2-9. 相談のあ った市町村 [ 千葉県   
件数 人数 

同一都道府県内 政令指定都市 Ⅰ 0 8 

中核都市 3 3 

市 ( 中核都市除く ) 56 23 
町村 7 4 

都道府県覚 政令指定都市 0 0 

中核都市 0 0 

市 ( 中核都市除 く     

町村     
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表 2-10 ．相談実態 [ 埼玉県 ] 2005 年 10 月 1 日 ～ 12 月 31 日での数 
総数 コーディネーターが 受けた数 

牛 ｜ 人 
  

件 人 
相談件数 総数 Ⅰ 96 Ⅰ 09   

来 前 82   48   

電話等 Ⅰ 06   53   

出張相談 8   8   

相談対象者 [ 年齢 ] 10 歳以下 0 0 0 0 

10 歳代     0 0 

20 歳代 33 8 27 5 

30 歳代 6 Ⅰ Ⅰ 9 35 6 

40 歳代 5 Ⅰ 16 19 4 

50 歳代 38 Ⅰ 5 23 7 

60-64 歳 7 3     

65 歳以上 5 3 4 2 

相談対象者 [ 性別 ] 男 Ⅰ 生 Ⅰ 49 53 80 20 
女中生 47 12 29 5 

"""" 相談対象者 順因 疾患 ] 外傷性 脳 損傷 Ⅰ 03 36 59 Ⅰ 5 

脳血管障害 42 19 25 8 

低 酸素脳症 18 3 9   

その他 33 7 Ⅰ 6 5 
相談内割重複回答 可 ) 診断 95 43 41 Ⅰ 3 

訓練 50 29 3 Ⅰ 13 
福祉サービス 54 25 4 Ⅰ Ⅰ 8 

就業 Ⅰ 3 5 Ⅰ 2 4 

教育 0 0 0 0 

経済・保障関係 7 5     

家族支援 30 Ⅰ 0 26 7 

ネ 権 利擁 言隻 0 0 0 0 

表 2-11, 相談のあ った市町村 [ 埼玉 則 
件数 人数 

同一都道府県内 政令指定都市 70 19 
中核都市 0 0 

市 ( 中核都市除く ) Ⅰ 05 35 
町村 Ⅰ 5 7 

都道府県覚 政令指定都市 0 0 

中核都市 0 0 

市 ( 中核都市 除 0 3 2 
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表 2-12. 相談実態 [ 神奈川 則 2005 年 10 月 1 日～ 12 月 28 日での数 
総数 コーディネーターが 受けた数 

件 人 
  

件 人 
相談件数 総数 340 340   

来所 Ⅰ 36   Ⅰ 36   

電話等 Ⅰ 06   Ⅰ 06   

出張相談 7   7   

相談対象者 作齢 ] 10 歳以下 0 0 0 0 

10 歳代 Ⅰ 0 2 Ⅰ O 2 

20 歳代 100 24 100 24 
30 歳代 Ⅰ 86 28 Ⅰ 86 28 
40 歳代 36 5 36 5 

50 歳代 7 7 7 7 

60-64 歳         

65 歳以上 0 0 0 0 

相談対象者 [ 性 Bu] 男性 30 Ⅰ 56 30 Ⅰ 56 
女性 39 Ⅰ 1 39 ⅠⅡ 

相談対象者偏固 疾割 外傷性 脳 損傷 242 49 242 49 
脳血管障害 3 Ⅰ ⅠⅠ 3 Ⅰ l Ⅰ 

低 酸素脳症 ⅠⅠ   ⅠⅠ   

その他 55 6 55 6 
相談内容 ( 重複回答 可 ) 診断 5 4 5 4 

訓練 Ⅰ O6 28 Ⅰ 06 28 
福祉サービス 64 28 64 28 
就業 85 26 85 26 
教育 6 3 6 3 

経済・保障関係 58 27 58 27 
家族支援 78 36 78 36 
権 利擁護 4 4 4 4 

表 2-13. 相談のあ った市町村 [ 神奈川 尉 
件数 人数 

同一都道府県内 政令指定都市 97 22 
中核都市 50 7 

市 ( 中核都市除く ) Ⅰ 56 22 
町村 8 3 

都道府県覚 政令指定都市 0 0 

中核都市 0 0 

市 ( 中核都市除く ) 24 9 
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表 2-14, 相談実態 [ 岐阜県 ] 2005 年 10 月 1 日 ～ 12 月 31 日での数 
総数 コーディネーターが 受けた数 

牛 ｜ 人 件 人 
  

件 人 
キ目言失 4% ト数 総数 32 28   

来 前 20   Ⅰ 8   

電話等 Ⅰ 2   Ⅰ 0   

出張相談     

相談対象者 [ 年齢 ] 10 歳以下 
10 歳代 2 2 2 2 

20 歳代 4 2 4 2 

30 歳代 4 4 4 4 

W0 歳代 6 4 6 4 

50 歳代 7 6 5 4 

60-64 歳         

65 歳以上 6 6 5 5 

相談対象者 [ 性 朋 @@ 男性 2 Ⅰ Ⅰ 7 18 Ⅰ 4 

女性 Ⅰ 0 9 10 9 

相談対象者 順因疾割 外傷性 脳 損傷 28 23 24 20 
脳血管障害 4 3 4 3 

低 酸素脳症 
その他 

相談内割重複回答 可 ) 診断 
Ⅰ 8 Ⅰ 6 14 Ⅰ 2 

訓練 2 2 2 2 

福祉サービス 4 4 4 4 

就業 6 4 6 4 

教育         

経済・保障関係 7 6 7 6 

家族支援 

表 2-15. 相談のあ った市町村 [ 岐阜 則 
件数 人数 

同一都道府県内 政令指定都市 0 O 

中核都市     

市 ( 中核都市 除 0 Ⅰ 9 Ⅰ 4 

町村 2 2 

都道府県覚 政令指定都市     

中核都市 0 0 

市 ( 中核都市除く ) 5 5 



表 2-16. 相談実態 [ 三重刷 2005 年 ]0 月 1 日～ ]2 月 28 日での数 
コーディネーターが 受けた数 

件 人 コ 一丁 件 ィ 人 
  

件 人 
下目言失Ⅰ半数 総数 87 85   

来所 Ⅰ 3   Ⅰ 3   

電話等 9   9   

出張相談 65   63   

相談対象者 件齢 ] 10 歳 以下 0 0 0 0 

10 歳代 7 3 7 3 

20 歳代 9 4 9 4 

30 歳代 25 Ⅰ 3 24 12 
40 歳代 Ⅰ 9 8 18 7 

50 歳代 20 Ⅰ 0 20 Ⅰ O 

60-64 歳 4   4   

65 歳以上 3 2 3 2 

相談対象者 惟加 男 古生 58 31 56 29 
女性 29 Ⅰ 0 29 10 

相談対象者 源因 疾患 ] 外傷性 脳 損傷 74 37 72 35 
脳血管障害 3 2 3 2 

低 酸素脳症 3 2 3 2 

その他 8   8   
相談内容 ( 重複回答 可 ) 診断 42 25 42 25 

訓練 23 Ⅰ 5 23 Ⅰ 5 

福祉サービス 30 Ⅰ 6 30 Ⅰ 6 

就業 50 26 48 24 
教育 8 3 8 3 

経済・保障関係 46 23 44 21 
家族支援 33 20 3 Ⅰ Ⅰ 8 

権 利擁護 4 2 4 2 

表 2-17. 相談のあ った市町村姉重別 
件数 人数 

同一都道府県内 政令指定都市 0 0 

中核都市 0 0 

市 ( 中核都市除く ) 65 31 
町村 Ⅰ 9 7 

都道府県覚 政令指定都市 0 0 

中核都市     

市 ( 中核都市 除 0 2 2 

町村 0 0 



表 2-18. 相談実態 [ 大阪府 ] 2005 年 10 月Ⅰ 日 ～ 12 月 28 日での数 
コーディネーターが 受けた数 

件 人 
  

件 人 
ォ目 ; 炎 件数 総数 33 3   

来所 3   3   

電話等 30     

出張木目言失     

相談対象者 梓齢 ] 10 歳以下 

2 

  

2 

  

10 歳代     

20 歳代 2 2 

30 歳代 9 8 

40 歳代 3 3 

bo 歳代 8 6 

60-64 歳 2 2 

65 歳以上 2 2 

相談対象者 [ 性別 ] 男性 21 Ⅰ 9     

女中生 8 7 2 2 

@  相談対象者僻因 @@ 疾割 外傷性 脳 損傷 Ⅰ 9 18 3 3 

脳血管障害 8 8 

低 酸素脳症   

その他 6 4 
"-@@ 相談内容 ( 重複回答 可 ) 診断 8 8 

訓練 Ⅰ 5 14 3 3 

福祉サービス j Ⅰ Il 9 

就業 
教育 
経済・保障関係 
家族支援 

表 2-19. 相談のあ った市町村 味阪府 ] 
件数 人数 

同一都道府県内 政令指定都市 4 4 

中核都市 5 5 

市 ( 中核都市除く ) Ⅰ 0 9 

町村 2 2 

都道府県覚 政令指定都市 6 4 

中核都市 0 0 

市 ( 中核都市除く ) 0 0 
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表 2-20 ．相談実態 [ 岡山県 ] 2005 年 10 月Ⅰ 日 ～ 12 月 3] 日での数 
総数 コーディネーターが 受けた数 

件 人 
  

件 人 
相談件数 総数 Ⅰ 41 45   

来 前 91   19   

電話等 Ⅰ 8   Ⅰ 0   

出張相談 32   Ⅰ 6   

相談対象者 件齢 ] 10 歳 以下     0 0 

10 歳代 6 4 2   

70 歳代 23 Ⅰ 4 Ⅰ 4 6 

30 歳代 55 25 2 Ⅰ 9 

40 歳代 Ⅰ 5 Ⅰ 3 5 3 

50 歳代 22 Ⅰ 3 8 2 

60-64 歳 3 2 8 0 

65 歳以上 16 13 0 0 

相談対象者 [t 生男 l]] 男ヤ 生 Ⅰ 22 69 44 20 

女性 Ⅰ 9 16     

相談対象者僻因疾患 ] 外傷性 脳 損傷 7 Ⅰ 40 26 Ⅰ 1 

脳血管障害 47 34 12 6 

低 酸素脳症 18 6 Ⅰ 2 3 

その他 2 2     
相談内容 ( 重複回答 可 ) 診断 49 34 Ⅰ 5 7 

訓練 54 48 9 6 

福祉サービス 22 Ⅰ 9 5 2 

就業 73 38 30 Ⅰ 4 

教育 3 3 2   

経済・保障関係 4 4     

家族支援 43 28 32 Ⅰ 8 

権 利擁護 2 2     

表 2-21. 相談のあ った市町村 [ 岡山県 ] 
件数 人数 

同一都道府県内 政令指定都市 0 0 

中核都市 74 36 
市 ( 中核都市除く ) Ⅰ 8 Ⅰ 2 

町村 22 19 
都道府県覚 政令指定都市 0 0 

中核都市 0 0 

市 ( 中核都市除く ) 0 0 

町村 0 0 
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表 2-22. 相談実態 [ 広島県 ] 2005 年 W0 月 1 日 ～ 12 月 31 日での数 
総数 コーディネーターが 受けた数 

牛 ｜ 人 
  

件 人 
相談件数 総数 302 274   

来所 161   Ⅰ 49   

電話等 119   Ⅰ 04   

出張相談 6   6   

相談対象者 [ 年齢 ] 10 歳以下         

10 歳代 16 7 Ⅰ 5 6 

20 歳代 62 28 6 Ⅰ 27 
30 歳代 94 33 90 29 
40 歳代 4 Ⅰ 14 36 Ⅰ 2 

50 歳代 44 22 34 17 
60-64 歳 Ⅰ 2 6 Ⅰ 2 6 

65 歳以上 8 8 7 7 

相談対象者 [ 性 B@]] 男 Ⅰ 生 234 98 2 Ⅰ 5 87 
女性 50 26 47 23 

相談対象者 [ 原因疾患 ] 外傷性 脳 損傷 Ⅰ 76 79 l7 Ⅰ 74 
脳血管障害 82 31 71 25 
低 酸素脳症 3 3 3 3 

その他 20 Ⅰ l 13 7 
相談内容 ( 重複回答 可 ) 診断 56 44 44 35 

訓練 65 39 55 29 
福祉サービス 78 42 73 38 
就業 Ⅰ 00 44 98 42 
教育 11 4 Ⅰ 0 3 

経済・保障関係 52 32 49 3 Ⅰ 

家族支援 54 29 49 26 

表 2-23. 相談のあ った市町村 拡 鳥引 
件数 人数 

同一都道府県内 政令指定都市 75 30 
中核都市 0 0 

市 ( 中核都市 除 0 94 38 
町村 50 21 

都道府県覚 政令指定都市 0 0 

中核都市 0 0 

市 ( 中核都市 除 0 46 Ⅰ 5 

町村 13 3 
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表 2-24. 相談実態 [ 福岡 尉 2005 年 10 月 ] 日 ～ 12 月 28 日での数 
総数 コーディネーターが 受けた数 

件 人 
  

件 人 
相談件数 総数 50 35   

来所 22   16   

電話等 24   19   

出張相談     

相談対象者 [ 年齢 ] 10 歳以下     

10 歳代 4 3 3 2 

20 歳代 Ⅰ 7 Ⅰ 2 12 7 

30 歳代 13 12 Ⅰ 0 9 

40 歳代 5 4 2 ⅠⅠ 

50 歳代 Ⅰ O 5 8 3 

60-64 歳 
65 歳以上 

相談対象者 [ 性 BlJ] 男 中ヒ 仁 36 27 25 Ⅰ 6 

女性 Ⅰ 4 10 Ⅰ 0 7 

相談対象者 [ 原因疾患 ] 外傷性 脳 損傷 35 25 26 17 
脳血管障害 7 6 5 4 

低 酸素脳症 6 4 3   

・その他 2 2     
相談内衣重複回答 可 ) 診断 

Ⅰ 4 Ⅰ 3 8 7 

訓練 24 17 Ⅰ 7 l Ⅰ 

福祉サービス 8 7 8 7 

就業 9 7 6 4 

教育 2 2 0   

経済・保障関係       

家族支援 5 3 5 3 

権 利擁護 

表 2-25. 相談のあ った市町村 [ 福岡 則 
件数 人数 

同一都道府県内 政令指定都市 20 Ⅰ Ⅰ 

中核都市 0 0 

市 ( 中核都市除く ) ⅠⅠ 7 

町村 8 7 

都道府県覚 政令指定都市 0 0 

中核都市 0 0 

市 ( 中核都市除く ) 2   

町村     
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表 2-26. 相談実態 喀 古屋市 ] 2005 年 10 月 ] 日 ～ 12 月 31 日での数 
総数 コーディネーターが 受けた数 

牛 ィ 人 
  

件 人 
木目言失件数 総数 361 230   

来 市 Ⅰ 57   120   

電話等 Ⅰ 72   95   

出張相談 3 Ⅰ   Ⅰ 4   

相談対象者 [ 年齢 ] 10 歳以下 5   

10 歳代 23 7 

20 歳代 5 Ⅰ 2 Ⅰ 

30 歳代 47 22 
40 歳代 31 Ⅰ 3 

50 歳代 33 10 
60-64 歳 9 2 

65 歳以上 8   

相談対象者 [ 性 Bll] 男 Ⅰ 生 Ⅰ 77 68 
女性 32 Ⅰ 0 

相談対象者 @  "" 順因 疾患 ] 外傷性 脳 損傷 14 Ⅰ 64 
脳血管障害 36 9 

低 酸素脳症 5 0 

その他 24 4 
相談内容 ( 重複回答 可 ) 診断 

Ⅰ 03 98 Ⅰ 0 6 

訓練 Ⅰ 49 Ⅰ 05 70 27 

福ネ Jt サービス 50 23 Ⅰ 8 3 

就業 Ⅰ 3 Ⅰ 73 86 33 
教育 8 7 2   

経済・保障関係 3 Ⅰ 2 Ⅰ Ⅰ 2 7 

家族支援 44 35 9 3 

表 2-27. 相談のあ った市町村に 古屋市 ] 
件数 人数 

同一都道府県内 政令指定都市 163 85 
中核都市 37 Ⅰ 5 

市 ( 中核都市除く ) Ⅰ 08 68 
町村 Ⅰ 3 ⅠⅠ 

都道府県覚 政令指定都市 8 6 

中核都市 6 5 

市 ( 中核都市 除ひ 23 Ⅰ 6 
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3. 支援センターネットワーク 活動 

表 3-]. 連携した市町村 3 ヵ月間 (2005 年 10 月～ 12 月 ) での数 
都道府県 数 

同一の都道府県連携した 同一都道府県内 0 ケ 見方 5 

の 政令指定都市 数 Ⅰ ケ所 5 

2 ケ所 2 

連携した同一都道府県内 0 ケ戸斤 6 

の中核都市 数 ] ケ所 4 

2 ケ 前   

3 ケ所   

連携した同一都道府県内 0 ケ厄斤   

の市数 ( 中核都市除 く ] ケ所   

2 ケ 前 5 

3 ケ 前   

5 ケ所   

7 ケ所   

8 ケ所   

12 ケ研   

連携した同一都道府県内 0 ケ所 5 

の町村 数 1 ケ所 5 

2 ケ所   

4 ケ所   

都道府県覚 
連携した都道府県覚の 政 
金指定都市 数 

0 ケ所 12 

連携した都道府県覚の 中 0 ケ 克行 10 
核都市 数 ] ケ厄斤   

2 ケ所   

連携した都道府県覚の 市 0 ケ所 Ⅰ 0 

数 ( 中核都市除く ) 2 ケ所 2 

連携した都道府県覚の 町 O ケ所 10 
村数 Ⅰ ケ 克行 2 

49 



表 3-2. 連携した市町村とその 内容 3 ヵ月間 (2005 年竹戸～ 12 月 ) での数 
都道府県名 

内容 ( 注 U 北海道 宮城 ( 注 2) 千葉埼玉 神 案 し １ １ 岐阜三重 大 阪 岡 山 広島福岡名古屋 

同一の都道府県連携した 同一都道府 情報交換 0   0 Ⅰ 8 0 0 0   0 2 55 0 

県内の政令指定都市愛人・ 情報交換 0 0 3 0 13 0 0 0 0 0 2 Ⅰ 2 

連携した同一           情報交換 0 0 0 5 0 0 0 3 0   3 3 

県内の中核都市 送致・情報交換 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

送致，愛人・ 情報交換 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 

送致 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

愛人 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0   

愛人，情報交換 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 

連携した同一           情報交換 0   23  Ⅰ 0 3   6   2 6 Ⅰ l   

県内の市 送致 0 0 0 0 0   2 0 0 0 0 0 

送致・情報交換 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 5 

愛人・情報交換 0 0 Ⅰ 7 O   0 0 0 0 0 0 2 

送致・愛人・ 情報交換 0 O 0 0 5 O 0 0 O O 0 O 

連携した同一都道府 情報交換 0   0   0 0 0 0 0   0 0 

県内の町村 愛人・情報交換 0 0 2 0 0 0 0 0   0 0 0 

き廿 道府県外 連携した都道府県覚 
の 政令指定都市 

0 0 0 0 0 0 0 O 0 0 0 0 

連携した都道府県覚 の中核都市 情報交換 
0 0 3 0 0 0 0 0 0 3 O 4 

                                              情報交換 0 4 0 0 0 0   0 0 0 0 0   

連携した都道府県覚の 町村 ・ 不明 
0 3 O 0 0 0 0 0 0 0 O 0 

じ主 Ⅰ内容が記載されていない 場合はカウントしていません。 ) 
( 注 2: もう一施設分の 調査票が来るとの 連絡あ り。 ) 



4. 支援コーディネーター 

表 4-U. 都道府県ごとの 支援コーディネーター 

都道               
職種             資格 ( 複数回答 ) 

            雇用         
府県               

      兼務であ るため、 時間 

                                                                                                                        社会福祉士、 MSW      社会福祉主事、                                         常勤                                             20 年兼務数の割り   出しは困難。       
          心理判定専門職、 生活指導車             

              問 職 
A  恥理 判定専門職、 理療指導専門職、 職能 i 常勤                 16 年兼務                 Ⅰ 5 

          判定専門職 
            常勤㍉ 5 年 9 ケ月             兼務             16 

16   
          心理士           パート ; 0 年 6 ヵ月 ; 兼務           8 

    
          ソーシャル                     精神保健福祉士             パート               0 年               専従               
          ワ - カー 35 

            児童指導員、 MSW 、 社会福祉             

IMSW 
                          士 祉主事、 、 介護支援専門員、 知的障害者福祉 社会福 司 、                           常勤 i 21 年 ; 兼務                   

40 

          児童福祉司   40 
            護 支援専門員 

D              言語聴覚士             言語聴覚士           パート             2 年             専従               30 

            ケース ヮ 一             社会福祉士、 児童福祉司、 ケ ー                 常勤                   29 年               兼務             
          カ一 

E  ; ザニ ・ ズ ・ う ・ ニ               ・・スワ‥二ヵ・ニ ケースワーカー -,.                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                             常勤 i 26 年 ; 兼務             

          常勤 ;;  4.5 年       
    ,-",4"4 

Ⅰ 6             カ一   

G@ @   SW 40   
H  ; 生活指導員                           児童福祉司、 司 、 知的障害者福祉 身体障害者福祉 司 、 生活パート i 8 ケ月 ; 専ィ走                 21 

@   SW           生活指導員、 MSW                                                                                         指導員                                                                                                                       ;")"i" 二 " ド ;" … ざぢ r ず き " … ;" 葦従                                                                                                                                   2 Ⅰ 

1@ @   SW             MsW 、 精神保健福祉 司           パート ; 0.8 年 ; 専従           30 

            心理発達治臨床心理士             パート i 25 年 ; 兼務               8 

Ⅰ 6 

40 

            パート               ] 年               兼務             Ⅰ 5   Ⅰ 5 

市
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表 4-2. 支援コーディネータ 一の集計 

人数 
職種 MSW 6 

生活支援 員 2 

ケースワーカー 2 

ソーシャルワーカー 2 

臨床心理士   

心理士   

心理発達治療亡   

心理判定専門職   
心理指導専門職   

言語聴覚士   

作業療法士   

職能指導員   

社会福祉士   

理学療法士   

生活指導員   

看護節   

介護支援専門員   

雇用形態 常勤 15 
パート 10 

専従 or 兼務 専従 9 

図 4-1. 支援コーディネータ 一の職種 

看護節 介護支援 専 

ソーシャル 8% 

4%  , む理担当者 WSMX@j@               _ 
20% 8% 
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